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はじめに
『三国志演義』は三国時代を舞台にした物語の集大成として知られる。その成立に関し
て、井口千雪氏は、該作品が『資治通鑑網目』の文章を基に、正史『三国志』の記載や『至
治新刊全相平話三国志』の叙述を補助的に用いて構成されていることを論証し、原『三国
志演義』の復元を試みている o
『三国志演義』は叙述の大部分を歴史書の記載に負っている一方、史書の記載から離れ
た故事や伝承を採り入れている部分もある。角谷聡氏には、 『三国志』の記載から離れた
三国時代の故事が『三国五主演義』に取り込まれていく経緯を論じた一連の論考がある2。竹
内真彦氏には、諸葛亮が没する舞台として「翼手筆駅」なる地が取り上げられた経緯を論じ
たー篇がある30 筆者も正史『三国志』に劉備が遊んだとして記される「桑樹」が、 『三国
志演義』に彼の本貫「楼桑村」として登場するに至った経緯を論じたことがある七
『三国志演義』の評として、章学誠は『丙辰萄l記5~ に「思うに『三国演義』というのは
七分の真実に、三分の虚構である。(惟三園演義則七分賓事、三分虚構。)Jと記す。日
下翠氏はその割合を反転させ、 「七分の虚構、三分の真実でよいだろう」と述べるに虚実
l井口千雪 rI三国志演義』三系統の版本の継承関係 劉龍田本をてがかりにーJ (1東方学』第 127輯、 2014
年)、同 rI三国志演義』三系統の版本の継承関係ー異同の全体像から見た成立過程の考察ーJ (1京都府立
大学学術報告「人文JI第65号、 2014年)。
2角谷聡 rr三国志物語Jの形成 「銅雀台故事Jを中心にJ (1中国学研究論集II号、 2003年)、同 rr三
国志物語Jにおける赤壁の戦いと甘露寺説話J (1中国中世文学研究I45・46号、 2004年)、同 rr三国志
物語」の形成・三顧茅底故事を中心としてJ (1中国中世文学研究I57号、 2010年)。
3竹内真彦「諸葛亮と鐸筆駅一英雄伝説とその舞台J (1日本中国学会報I56号、 2004年)。
4拙稿 rr大桑村Jの人 『至治新刊全相平話三国志』の地名に関する一考察 J (1三国志研究』第4号、 2009
年)。
5鴻恵民点校『乙卯割l記・丙辰割l記・知非日礼』所収、中華書局、 1986年による.
日日下翠 rI三国志演義』について 歴史と歴史小説 J (1中国戯曲小説の研究』研文出版、 1995年所収.初
出は『神戸市外国語大学外国学研究IXXJI、神戸外大外国学研究所、 1991年)参照。
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の割合がどれほどか、その当否は措くとして、 『三国志演義』は史実に基づいて大部分を
叙述する反面、細部に史実を離れた故事や伝承を取り込んでいることを否定できない。
小論は『三国志演義』中に曹操の称として用いられる「老目前」語について考察するもの
である。考察を通じて、 「老附」語も『三国志演義』を彩る伝承のひとつであることを示
したい。
「老踊」の淵;原
詩作のうえで、韻字や熟語の典拠を知る手立てとして頼るべき書に、清の康照帝が勅撰
した『侃文韻府7~ がある。古典の用例を豊富に集めた書として知られる。該書に「老蹴」
を検めると、巻十四・十四寒・磐至箪共十六字「附」字の条に採られている。 r詩藻」と
してまず「曹臓J r阿蹴」を載せる。 r増」として「老目前」を載せ、典拠として蘇紙(1036
-1101)の「甘露寺」詩を引く。以下に『蘇紙詩集8~ 巻七所収「甘露寺」詩の第十七句か
ら第二十二句を引用し、小川環樹・山本和義訳『蘇東披詩集9~ 第二冊一七八頁の日本語訳
を付す。
狼石臥庭下彼石が(寺の)庭にごろりとあって、
脅iflftD伏線盛り上がったさまは、腹ばいのひつじにそっくりだ。
緬懐臥龍公 はるかな昔を思いやれば、臥龍公(諸葛亮)は、
挟策事現鎖 策略をわきにかかえて(呉の孫権に)うまく取り入り、
一談牧獅子 初対面で早くも気違い犬(と曹操に鳥られた孫策そのままの孫権)を
手なずけ、
再説走老踊 次に説いた計りごとでは老附(こと、貌の曹操)を敗走させたのだ、つ
た。
『蘇東披詩集』は、 「老蹴」に対する語釈として「老陥は曹操(字は孟徳。一五五一二
二0)、のちの貌の武帝をいう。曹操の幼名は阿陥であった。」と記す。孔凡礼点校書や
『蘇東城詩集』は「老繭」の典拠として、百楠本『三国志』巻ー・武帝紀に、袈松之が注
として引く『曹蹴伝』を挙げる。
太祖武皇帝、irIi閣議人也。姓替、隷操、字孟徳、漢相図参之後。(太祖武皇帝は、
補国礁の人である。姓は曹、韓は操、字は孟徳といい、漢の宰相参の後育である。)
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葱松之注:太祖ー名古手Ij、小字阿附。(太祖はまたの名を吉利といい、小字は阿陥で
ある。)
南朝宋の人である義松之 (372-451)の一文は、百納本には書名が見えない一方、中華
書局標点本には『曹蹴侍』として引用されるロ義松之注に曹操の「小字(幼名)Jとして
「阿臓」が見える。阿摘は曹操の称として「繭J宇と結びつく。
しかし、少なくとも『三国志』の『貌書』が成立した三世紀、および袈松之が生きた四
世紀後半から五世紀中葉にかけては、曹操を「老踊」と称する例を確認できない。詩語「老
嚇」の典拠として『侃文韻府』が蘇紙の「甘露寺」を引く点にも、それはうかがわれる。
2 詩語の「老踊」
詩語としての「老踊」は、蘇献が詠じた「甘露寺」を晴矢とすると考えられる。 f老繭」
は読み手にどのような印象を喚起する語であろうか。 f老繭」を含む聯を再掲し、考察を
加える。
一談牧獅l子 初対面で早くも気違い犬(と曹操に篤られた孫策そのままの孫権)を
手なずけ、
再説走老蹴 次に説いた計りごとでは老繭(こと、貌の曹操)を敗走させたのだっ
た。
両句をみると、一宇目は「ー(ひとたび)Jと「再(ふたたび)Jの数詞を用い、二字
目は「談」と「説」の同義語を用いた対表現となっている。三字目の「牧」と「走」はど
うか。ここで「牧」は味方に引き入れる意で解釈され、 「走」はおいはらう意で解釈され
る。諸葛亮にとり、孫権は共闘する関係であり、曹操は敗走させる相手である。 f収」と
「走」は諸葛亮が対象に取る相反する行為を表している。上の両句は、一宇目と二字目に
対表現を用い、三字自にも相反する意味で用いられる語が看取される。してみると、四字
目と五宇目に置かれる fj制子Jと「老鮪」も対概念で解釈できると考える。
「猪l子」に対する注釈として、 『蘇東披詩集』は「獅l子は狂犬、ここは呉の孫権(字は
仲謀。一八二一二五二)をさす。 Jと記す。典拠として孔凡礼点校書および『蘇東披詩集』
は、室長松之が注に引く『呉歴』を引用する。~三国志』巻四十六・孫破虜討逆伝の孫策伝
には、次の霊長松之注が付されている10。
呉歴日、曹公開孫策平定江南、意甚難之、常呼潮見難輿争鋒也。(~呉歴』にいう、
10本文「是時、意紹方彊而策井江東、曹公力未能還、且欲撫之Jに対する注である。
? ?
「曹公は孫策が江南を平定したと聞き、たいそうやりきれない気持になり、いつも
『狂犬のようなやっとは勝負することがむずかしい』と大声でいった。 J) 
「湖」には「狂犬J r狂っている」といった意味のほか、 「凶猛な」や「勇猛な」とい
った意味がある。 w呉歴』では孫策を「獅児」と記す。 r甘露寺」が詠じる rj制子」とは、
『呉歴』の記載に照らすと、孫策の子である「孫権」を指していると見なせる。狂癒ある
いは凶暴の意を持つ「淵」字を用いた「淵子」と対になっている以上、 「甘露寺」に見え
る「老附」は、否定的な意味合いを帯びた用例と見なせる。 r陥」には「あざむく」とい
う意味がある。 r老騎」は否定的な意味合いを持つ語といえよう。
「老陥j は曹操の呼称として、蘇紙詩以降どのように用いられていくのか。次章f: r老
附」を用いた詩および散文を取り上げ、考察を加える。
3 r老蹴」の類型化
「甘露寺」詩以後の作品に「老繭」の用例を求めると、張来(1054ー 1114)の詩に使用
例を確認できる。彼は二首に「老繭」を用いている。 w張来集1~から、まずは「感遇二
十五首」其の三を挙げる。該詩の第九句から第十三句は次の通りである。
白頭左将軍、 白頭の左将軍、
数妊喜得時。 妊を飲めて時を得るを喜ぶ。
狼石撃紫皆、 狼石に紫髭と翠え、
老附受鞭答。 老陥鞭答を受く。
「左将軍」こと劉備が「紫髭」こと孫権と手を「翠(たずさえ)Jて、 「老附」こと曹
操を「鞭答」を「受」けるように苦しめたことを詠じた作品である12。注目されるのは、
劉備を官位の「左将軍Jで表し13、孫権を「紫髭(紫のヒゲ)Jと容貌で14表すのに対して、
曹操を「老目前」と詠じる点である。
張采のもう一首「梁父吟」は、 「老繭」を第九句に用いる。第九句から第十二句は次の
通りである。
老H府赤壁抱馬走。 老繍赤壁に馬を抱きて走ぐ。
1底本は李逸安、孫通海、侍信点校『張来集1 (中華番局、 1990年。 2005年第3次印刷)による。
12劉備と「狼石軍紫髭Jにまつわる伝承については、前掲注2角谷2004に詳しい。
13 I三国志』巻三十二・先主伝に「曹公白出東征、助先主園(呂)布於下到、生禽布。先主復得妻子。従曹公還
許、室主主盛左益重」とある。
14 I三国志』巻四十七・呉主伝・建安十九年五月の条に「植奥凌統・甘寧等在津北、震規締張遼所襲。統等以死
f干催。櫨乗駿馬越津橋得去Jとある。ここに霊長松之の注が付してあり、 「献帝春秋田、張遼悶呉降入、血宜:m
笠盗塁、長上短下、便馬善射、是誰.降人苔目、是盛金盤」と見える.
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紫髭江左空回首。 紫髭江左に空しく首を回らす。
世上男児能幾人、 世上男児能く幾人、
限看意呂艮何有。 眼に看れば裳・日真に何か有らん。
詩題の「梁父吟」は、諸葛亮が好んだ歌とされる15。詩題と内容から諸葛亮を詠じた詩と
見なせる。 r老繍」は、諸葛亮等の軍勢に赤壁で敗れ敗走したh諸葛亮に比して、 「紫髭」
こと孫、権は「江左(長江の下流)Jで得るところがなく、 「世jに「男児」が「幾人」あ
りえよう、 「哀」紹と「呂」布を「看」てもじっに何も為すところがない、と詠じる。
「感遇二十五首J其の三が詠じる「老附」は「鞭答」を「受Jける対象であり、 「梁父
吟」の「老騎」は「馬Jを「抱Jえて「走」る。曹操に対して否定的な、いわば蔑称とし
て「老蹴」を用いていると考えられる。
次に南宋の劉克荘(1187-1269)が詠じた「孔融子」を挙げる。 w劉克荘集婆校1.~巻
十五に次の通り見える。
二稚時何罪、 二稚仔何の罪あらん、
完猶在史書。 菟猶お史書に在り。
老附J軍忘却、 老臓海て忘却し、
只記突倉針。 只だ記す倉野を突するを。
二人のおさなごにああどんな罪があるというのか、謂われなき罪であることはいまなお史
書にある。老目前はそのことをすっかり忘れ去ってしまい、わが子倉吉子の天折を突したこと
だけを覚えている。
詩題の「孔融の子(孔融子)Jおよび起句の「二人のおさなご(二稚)Jとは、孔融に
まつわる挿話に由来する。孔融は『三国志』巻十二・窪毛徐何那飽司馬伝に引く雀炎の伝
に登場する。本文に「むかし太祖は人の好き嫌いが激しい性格であり、我慢できない者が
いた。魯の孔融に…(初太祖性忌、有所不堪者。魯園孔融・・)Jと記し、嘗操は孔融を「忌J
んでいたとする。この箇所に対して、袈松之は注として『貌氏春秋』を付す。その記載に
よると、孔融は、孫権の使者に対して誹りの言葉があり、市場で死刑に処され、二人の子
も無事の死に就くこととなった。このとき二人の年齢は八歳であったに
「干し融子」の結句に見える「倉野Jとは、夫折した曹操の子曹沖である。 w三国志』巻
二十・武文世王公伝の郵哀王沖伝に次の記載がある。
太祖数封翠臣稽述、有欲侍後意。年十三、建安十三年、疾病。太極親篤請命、及亡
15 W三国志』巻三十五・諸葛亮伝に「亮荊耕随畝、亙昼塗)(:11'主」とある.
16底本は辛更儒校注『劉克荘集童話校』、中華書局、 2011年による。
17該当する記載に「貌氏春秋田(中略)十三年、融封孫様使、有融詩之言、坐葉市。二子年八歳、時方奔菜、融
披収、端座不起。左右目、而父見執、不起何也。二子回、安有巣接市卵不破者乎.遂倶見殺。 Jとある。
? ?
?
??
哀甚。文帝寛喰太祖。太祖目、此我之不幸而汝曹之幸也。言則流j弟。(太祖はたび
たび群臣に対して(曹沖を)褒め、帝位に就かせようとしていた。十三歳のとき、
建安十三年に、病気となった。太祖みずから彼のために命乞いをし、亡くなるにお
よびひどく哀しんだ。文帝はやんわりと太祖をさとした。太祖はいった、 「これは
私の不幸だがおぬしたちには幸いだ。 J (曹沖のことを)話すと(必ず)涙を流し
た。)
劉克荘「干し融子」は、八歳の孔融の子に「完」を着せる一方、我が子倉針の十三歳の死
に「突」する曹操の姿を詠じている。転句の「老鵬i軍忘却Jに、過去にみずからが為した
fi軍」てを「忘」れ「却」ってしまった曹操の姿を詠じ、結句に「只記」二字を用いて、
倉野の死を突したことだけを覚えている曹操をなじる気持が込められていよう。 f感遇三
十五首」其の三、および「梁父吟」と「孔融子」に詠じられる曹操は、 「老臓」と表記さ
れ好印象を見出しがたい18。
「老目前」は、曹操の呼称、として詩のみに使用されるものではない。南宋の王応麟(1223
96)が撰した『通鑑地理通釈191巻十二「三固形勢考下」に次の通り記す。
呉之亡雌後於萄、而其亡園之兆、己在於萄亡之時。蓋呉居束、萄居西、東西之勢相
篤唇歯。孫権之輿昭烈、気錐不相下、而賓相資、故機以荊州{昔局、而萄亦結好於1躍。
終丞堕之生不敢窺呉萄。惜乎昭烈綴得荊州、而孫継即檎開羽。 (呉の滅亡は萄より
後だが、亡国のきざしは、すでに萄が滅亡したときにあった。思うに呉は東に位置
し、萄は西に位置しており、東と西の勢力は唇と歯の関係である。孫権は昭烈(こ
と劉備)に対して、気性としてへりくだるものではなかったものの、じつのところ
互助となるがゆえに、 (孫)権は荊州を利用して萄に貸しをつくり、萄もまたよし
みを(孫)権と結んだのである。ついに釜監は生きているうちにあえて呉と萄を奪
おうとはしなかった。惜しいことには昭烈はわずかに荊州を得ただけで、孫権は関
羽を揃i縛した。)
「孫権」は姓と韓で記され、劉備は詮号「昭烈」で記される。 f関羽」も姓と誇をもって
表記される。ところが、瞥操は、詮号はおろか姓と誇を用いることもなく、 「老附」と表
記されているのである。
南宋の貌了翁(1178ー 1237)撰『鶴山集1 (r四部叢刊』所収)巻三十「奉使の復命を
徽奏する十事(徽奏奉使復命十事)Jには、長江中流域の防備に関する意見が十条掲げて
18元好問「銅雀壷瓦硯」詩(狭賓心校注『元好問詩編年校注』巻五所収、中華書局、 2011年)にも「愛惜鉛花洗
又看、査欄桂樹雨聾寒。千年不作鴛鴛去、喚得書生笑主盤。 Jとある。 r銅省益Jとは、曹操が建造したうて
なである。彼はここに、二橋として知られる橋氏のふたりの娘を侍らせようとしたE
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ある。その四条目には、長江の北から南進を企てた者として、曹操と拓政策、逆亮の名を
挙げる。
聾勢力量無如曹号車之丞盤、元重量之悌狸、女員之逝亮、老臨敗於赤壁、{弗狸困於瓜歩、
逆亮籾於采石。(権威と勢力は曹貌の老噺(こと曹操)、元重量の悌狸(こと拓政策)、
女真族の逆亮(渓名は亮、女真名は迫古乃)に及ばないが、主監は赤壁に敗れ、{弗
狸は瓜歩に苦しみ、 j蛍亮は采石に気勢を削がれた。)
百楠本『宋書』巻九十五・索虜伝を見ると、拓政嗣(明元皇帝)が死去した後、 「子の煮
字は悌狸が、代わって即位した。(子議字悌狸代立。)Jとある。百納本『金史』巻五・海
陵本紀には、 「廃帝海陵の庶人亮、字は元功・ー(廠帝海陵庶人亮、字元功…)Jとある。
逆亮は、死後に海陵郡王に落とされ、さらに生前の罪を問われて海郡庶人に落とされた人
物とされる旬。拓政煮には字の「イ弗狸Jを記し、連亮には姓と詫を表記しているのに対し
て、 『通鑑地理通釈』と同様に、 『鶴山集』は曹操を「老鵬」と表記しているのである。
明の永楽十四(1416)年に、楊士奇等が天子の命により編纂した『歴代名臣奏議』巻百
「経国」にも曹操を「老蹴」と表記する箇所がある21。永楽帝の勅撲である書に「老陥」
を用いている。菅操に対する蔑称として「老附」が深く根づいていると見なせる。
以上に見てきた通り、 「老附」は、蘇紙「甘露寺」詩以後の詩文に曹操の呼称、として採
られている。曹操に対して否定的な、蔑称として類型的に用いているといえる。
4 ~三国志演義』に見える「老蹴」
前章に見た通り、曹操に対する呼称「老陥」は、蘇紙「甘露寺」詩以降、詩文に使用さ
れる。ここまでに文言作品を主として取り上げてきた。本章では「老附」の用例を白話作
品等にうかがってみたい。 w三国志演義』に先行して、三国時代を舞台とした作品に『至
治新刊全相平話三国志』がある。該書には「老蹴」の用例を確認できず、曹操の蔑称、に「曹
賊Jを用いる叱元の散曲のなかには「老蹴」の使用を一例確認できる230
19底本は張保見校注『通鑑地理通釈校注』、四川大学出版社、 2009年による。
20 I金史』巻五 海陵の該当する記載に「都督府以其枢置之南京班荊舘。大定二年、盗盆亙盗墜盤王、誼日揚。
二月、世宗使小底婁室輿南京官遷其枢於寧徳宮。四月、葬千大房山鹿門谷諸王兆域中。二十年、県宗既耐廟、
有司奏目、場王之罪未正。準膏越玉倫康恵帝自立、恵帝反正、諒倫、鹿篤庶入。場帝罪悪過於倫、不吉有王封、
亦不営在諸王笠域。亙宣墜昼盗墜塁本、改葬干山陵西南四十里。」とある。
21該当部分に「監察御史呉昌葡論萄製四事欣日(中略)臣采之公言、挟之愚見、謹傑四事、以禅一覧。其一日買
規模。自昔萄之所持、専在天除。昭烈倣衆拒険、而主堕遁。王平貧困守険、而曹爽還o Jとある。
22底本は『全相平話五種』所収影内閣文庫蔵本、文学古籍刊行社、 1956年による。その巻中・十二葉bに「寓荊
州三目、軍師告皇叔、壁盤近、家族相逐。{向顧百姓、豊盤妊上、奈何。玄徳不語」とあり、巻下・六葉aに「皇
叔問、殺直盛一陣。諸葛然後収川1Jとある。
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小松建男氏は『三国志演義』に見える曹操の呼称を分析し、作者が書いた層と作者が用
いた資料の層には呼称の別が認められる点を指摘する240 小松氏の所説によると、曹操の
呼称に関して、作者は利用した資料の呼称をそのまま受け入れ、強いて自分が使用する標
準的な呼称に統一しないという「緩やかな統一」を見せる場合と、転写の過程で作者が意
図的あるいは不注意に書き換えてしまった場合の二つがある。
(以(以下、嘉靖本とする)と『新刊通俗演義三国志史伝』小松氏は『三国志通俗演義』
を主として取り上げ、史書の『三国志』や『資治通鑑』の記載ある
いは『至治新刊全相平話三国志』の叙述を対照し、曹操の呼称の来源ないしは来歴を明ら
かにすることを通じて、嘉晴本以前の『三国志演義』の姿を推定することに意を注ぐ。
下、葉逢春本とする)
「老臓」が元来『三
国志』や『資治通鑑』、あるいは『資治通鑑綱目』に見えない語であり、曹操と結びつく
のは蘇戟「甘露寺」詩の「再説走老附」句に由来しているためと推察される。
論考中、普操の呼称「老附」は検討の対象となっていない。それは、
小論では、以下に『三国志演義』版本のなかから六種を取り上げ、曹操に対する呼称「老
を、他の蔑称の使用と対照して考察を加える。引用する各版本の書名および小論の論陥」
(汲古書院、 1998年)所述中に使用する略称は、中川諭著 ww三国志演義~ I坂本の研究』
の順に列挙する
と次の通りであるお。刊行年代を知りうる版本には刊行年代を付す。
二十四巻系諸本 嘉靖本(w三国志通俗演義』、嘉靖元[1522J年)、李卓吾評本
(呉観明刊 W~J李卓吾批点三国志全像百二十回~ ) 
「略称(正式名称)J 掲のものに準ずる。版本の分類も中川氏著による。
二十巻繁本系諸本葉逢春本(w新刊通俗演義三国志史伝』、嘉靖 27[1548J年)、
余象斗本(W音釈補遺按鑑演義全像批評三国志伝』、万暦 20[1592J 
年)、評林本( W新刊京本校正演義全像三国志伝評林~ ) 
二十巻簡本系諸本.劉龍田本( W新銀全像大字通俗演義三国志伝~ ) 
?
23託元亨「雁見落兼得勝令・帰隠J (1四部叢刊続編』所収『薙照楽府』巻二十)二十首の十首自に「結草封層
轡.接竹引飛端。晴倣期元亮、好雄塊主盛。」と見える.目破持主編『全元曲典故辞典! (湖北辞書出版社、
2001年)二四八頁を見ると、 [例句]に上掲迂元亨の散曲を引き、 [縄文]として「曹操小字阿腕， ‘者備
'是対他不i&1"敬的称l早 老蹴指曹操，他在民間文玄里是ー ノト好雄的距象 」と記す.
24小松建男 rI三国志演義』における呼称の不統一J (1中国近世小説の伝承と形成S研文出版、 2010年所収、
第5章第3節。初出は『文芸言語研究!51文芸篇、 2007年)参照。
25嘉靖本は、人民文学出版社、 1975年の影印本による。李卓吾評本は『李卓吾先生批評三国志! (ゆまに書房、
1984年、対訳中国歴史小説選集4)所収の影蓬左文庫本による。菜逢春本は、関西大学出版部、 1997-98年、
影エスコリアル修道院蔵本による。評林本は『古本小説濃刊! (中華書局)所収影早稲田大学蔵本による。余
象斗本は、 『三国志演義古版叢刊五租! (中華全国図書館文献縮微複製中心、 1994年)所収影印本による。
劉胞団本は首都師範大学の周文業氏が作製した影印本所収CD-R(中国伝統文化数字化研究中心、 2008年)の
ものによる。
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二十四巻系諸本からは、刊行年が古い嘉靖本と、眉批に評を有する李卓吾評本のうち呉
観明本を取り上げる。二十巻繁本系諸本からは、刊行年が古い葉逢春本、部分的に葉逢春
本や嘉靖本よりも古い情報を伝えていると考えられている余象斗本"、盾批に評を有する
評林本を取り上げる。二十巻簡本系諸本からは、同系統のなかで古い情報を伝えていると
見なされる劉龍田本を取り上げる21。
上の版本に見える曹操の呼称「老附」と、比較対象として、曹操の蔑称に用いられる「曹
賊J r曹賄」の使用回数を表に示す。三つの呼称は本文の叙述のみならず、評や挿入詩に
も見える。表の数値はそれらをまとめたものである。
[表] 嘉靖本 李卓奇 葉逢春 余象斗 評林本 劉龍田
「曹陥J 「普賊」 評本 本 本 本
「老麟」使用回数
曹鰯 6 16 8 10 5 10 
曹賊 19 20 14 18 12 14 
老蹴 1 44 。 14 5 。
李卓吾評本には各回の本文が終わると総評が記しであるが、そこに「老繭」を二九例確
認できる。李卓吾評本の第十六回二則「曹操兵を興して張繍を撃つ(曹操興兵撃張繍)J 
は総評に「老臓」を七例用いる28。そのほか第五十六回一則「曹操大いに銅雀台に宴する
(曹操大宴銅雀塞)Jに見える「古風一篤」にも「老附Jの使用が一例ある。眉批の評に
も「老蹴」が見え、判読可能な箇所を計数すると、眉批の「評」には一四例の使用を確認
できる。
[表]に挙げた使用回数を見ると、李卓吾評本のみ群を抜いて「老踊」の使用回数が多
い。ほかの版本に目を転じると、嘉靖本が「古風一篇」に一例用いる。この「古風ー篇」
の内容は李卓吾評本に同じであり、刊行年の先後関係からいうと、李卓吾評本は、嘉靖本
ないしは先行する嘉靖本系統の版本に見える「古風一篇」を踏襲したと考えられる。余象
26たとえば、金文京 rr三国演義』版本試探 建安諸本を中心にーJ (r集刊東洋学』第 61号、 1989年) r 4
建安本の性格J、上回望 rr三国演義』版本試論一通俗小説の流伝に関する一考察 J (r東洋文化』第 71
号、 1990年) r 1 r三国演義』の諸版本」に指摘がある。
27前掲注l井口氏論文参照。
28総評に次の通り見える。
干祭最識大越、只矯園家争勝負、不震一身排曲直、員良勝也a 室堕以金串賞之、欝亭俣加之亦可詞善用英雄也。
安有不興王興伯之理。
長子愛短不央市突典章。死典章一人耳、其知不知、也不可知活典章揃前都是也。如何不篤重盛傾心。主盛的是
蛾也。主堕的是賊也。諸人如何出得他手。然主盛好雄、又出不得郷氏也a殺其名勝、殺其猶予、殺其愛子、特
未殺主蹟耳。可笑今入、無差堕之好雄、有都民之惑溺。其不殺也者、幾希失。危哉、危哉。保哉、保哉.何忍
言也、何忍見也。
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斗本は「感嘆日Jのなかに「老揃Jを一例用いる"ほか、評の記述や評題に計一三例「老
繭」を使用する。評林本は評の記述中に「老目前」を五例使用する。業逢春本と劉龍田本に
は「老麟」の使用を確認できない。
「老目前」の用例を「甘寧百騎もて曹営を却す(甘寧百騎却曹営)Jに見てみたい。甘寧
が百騎で曹操の軍営を脅かして戻る場面に、孫権が褒め称えるせりふがある。
権執其手目、足以驚E主主盛否。非吾相捨生、欲規卿臓耳。(孫櫨はその手をとりい
いました、 「釜盟を驚かせたことであろう。私は見殺しにしたのではなく、御身の
度量を見たかったまでじゃ。 J) (余象斗本巻十二)
櫨執其手目、足以驚骸丞盤否。非吾相捨生、欲規卿胸耳。(孫構はその手をとりい
いました、 「主監を驚かせたことであろう。私は見殺しにしたのではなく、御身の
度量を見たかったまでじゃ。 J) (評林本巻十二)
孫機自来迎接、甘寧下馬奔伏。孫櫨扶起、権携寧手日、将軍此去、足以驚駿蚤腿也。
非孤相捨、正欲観卿脆耳。(孫権がみずから出迎えにやってくると、甘寧は馬から
降りて平伏しました。孫権は扶け起こし、甘寧の手を携えていいました、 「将軍の
このたびのはたらきは、議践を驚かせたことであろう。私は見殺しにしたのではな
く、御身の度量を見たかったまでじゃ。 J) (李卓吾評本六十八回一則)
余象斗本と評林本の本文は一致し、孫権が替操を「老蹴」と称する点も一致する。李卓
吾評本の本文も、内容は余象斗本と評林本に共通するものの、孫権は曹操を「老賊」と称
している。とはいえ、 「老蹴」と「老賊」の使い分けが表現効果の違いをもたらしている
とはいいがたく、入れ替えても文意に支障を来さないであろう。
ついで「老目前」が評語に用いられる例を見てみたい。 r長坂橋に越雲主を救う(長坂橋
趨雲救主)Jには、余象斗本・李卓吾評本ともに評を付している。評林本には該当する評
がない。阿斗(のちの劉禅)をふところに抱き、越雲が曹操軍の包囲網を脱する場面に次
の評が見える。
力戦而四将乱走丞盤。援践在景山、安得不驚。後盤路傍令、不許放冷箭。便是天欲
興起女IJ氏。(力を尽くして戦ったものの四人の将は散り散りに丞監のもとに逃げる
こととなる。援監は景山にいて、どうして驚かずにいられよう。のち最肢は命令を
29余象斗本同様に「感嘆日」のなかに「老賄Jを用いる版本として、鄭少垣本(r新銀京本校正通俗演義按鑑三
国志伝1)、楊間斎本(I重刻京本通俗演義按銭三国志伝1)、湯賓安本(I新刻湯学士校正按鑑演義全像通
俗三国志伝1)がある。調査は前掲注25周氏CD-R所収の影印本による a
。 。??
伝え、不意打ちの箭を放つことを許さなかった。ほかでもない天が劉氏を興そうと
しているのだ。) (余象斗本巻七)
主盛欲得子龍、那知反失阿斗。天理、天理。(主監は子龍を手に入れようとしたが、
かえって阿斗を失うことになると知る由もない。天の道理、天の道理。)
(李卓吾評本第四十一回二則)
李卓吾評本の評は「老蹴」のみで曹操を指し、余象斗本は評のなかに曹操の称として「老
繭」と「操賊」の二つを用いている。とはいえ、余象斗本の「老附Jと「操賊Jは、一方
に統ーしても表現上差し支えなかったと推察される。李卓吾評本も、総評に「曹隔」と「老
断」を使用する例を確認できる300 i曹附」と「老繭」を入れ替えても文意に支障を来さ
ない点は余象斗本に同様と推察される。
前掲した[表]に戻ろう。 r曹賊」は、最多の李卓吾評本が三O例使用している一方、
最少の評林本にも一三例の使用を確認できる。 r曹賊」は六種の版本いずれにも使用され
ている。ただし、 「詩臼」や地の文のなかに「曹賊」を用いる伊jは少なく、せりふに多い。
以下に三例を見ていく。一例目は、呂布と劉備を同士討ちさせようとした曹操の手紙を読
み、呂布が泣いて述べるせりふである。
布看畢、泣目、此乃萱盤令我弟兄不和。(日布は読み終わると、泣いていいました、
「これはほかでもない萱E童が我ら兄弟を仲たがいさせようとしているのじゃ。 J) 
(嘉靖本巻三・呂布夜月奪徐州)
二例目は、劉備を呉に呼び寄せるために、周五誌によって遣わされた呂範が、劉備に縁組
みを勧めるせりふである。
純目、人若無婦如屋無、宣可中道而廃人倫也。主人呉侯有一妹美而大賢、堪可以奉
箕答。若商家共結秦晋之歓、興l萱盤不敢正視失。家国之事並皆全美。皇叔勿生疑惑、
便可一行。(日飽はいった、 「人に妻がないのは住まいがないようなもの、どうし
て志半ばに人倫を廃することができましょう。主の呉侯に美しくたいそう賢い妹御
がおられ、奥方とするのにふさわしいと存じます。もし両家で縁組がととのいまし
たならば、萱監は東南を正面から見据えることはしますまい。家の事と国の事どち
らにとっても幸いでござります。皇叔にはお疑いなさいますな、ご同道いただきた
30たとえばー 百九回二則「司馬師威主立君」の総評に次の通り見える。
豊監通天智術、亦不過四十年耳。向之出乎爾者、今盤反乎爾者失。奉勘世人、看此様子、不若倣箇忠臣孝子、
反得便宜也。道皐先生有言目、倣君子、白落倣了君子、倣小人、在却倣了小人。虞至言也.勿震不能流芳、亦
嘗遺臭等語所誤、徒逗其智術、無益也.諸自思之、即有智術能知茎盛乎哉。今茎盛何如也。不過四十年耳、可
思也、可念也。
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い。 J) (余象斗本巻九・周論定計取荊州)
三例目は、曹操のもとに囚われた妻と関羽を思い煩悶する劉備のせりふである。
玄徳日、二弟不知音耗、妻小陥於萱盤。上不能報圏、下不能全家。安得不懐憂也。
(玄徳はいった、 「二人の弟は消息が知れず、妻は萱墜に捕らえられた。上は固に
報いることはできず、下は家を保つことができませぬ。思い煩わずにおられましょ
うか。 J) (劉龍田本巻五・関雲長策馬刺顔良)
三人のせりふのなかで曹操を「曹賊」と表記しているが、 「老備J r曹蹴」に比べて表
現上差異があるとは見なしがたい。評の多い李卓吾評本では、 「賊J字との組み合わせと
して「曹賊」のほかに、董卓に対する蔑称「卓賊」がある31。また「賊」の一文字や「老
賊」の二文字によって諸葛亮を悪し様にいう例も確認できる叱嘉靖本は「曹賊」を一九
例使用するうち、せりふのなかに一六例用い、李卓吾評本は「曹賊」を二O例使用する。
せりふに用いる回数は一四例をかぞえる。葉逢春本と劉龍田本は「曹賊」を使用する一四
例のうち、せりふに用いる回数は一三例に達する。用例の数から述べると、 「曹賊」は『三
国志i寅義』の登場人物が曹操を罵る際に用いる語である。
最後に【表]の「曹繭」はどうか。小論第 1章に示した通り、 「官職」は『侃文韻府』
巻十四「蹴」の条に「詩藻」として挙げてある。つまり「曹繭」も詩語であり、かつ『侃
文韻府』巻十四「臓」の条には出典として「蘇紙詩」を引用している。詩語としての用例
は、 「老踊」よりも「嘗蹴」の方が古く、たとえば中唐の元穏 (779-831)が詩に用いて
いる30 ~三国志演義』は、詩話に由来する「曹臓」と「老陥」を用いているが、 「老蹴」
を評語に用いるのに対して、 「曹噺」は詩語として使用される。以下に「曹耳目」の用例を
四例挙げる。
一例目は、甘寧が「白鷲伺(ガチョウの羽)Jを甲に挿した百騎を率い、三更の聞に乗
じて暫操の軍営を脅かしたさまを詠じる詩である。
聾鼓聾喧震地来。雄師到慮鬼神哀。百矧直貫萱盤察。護説甘寧虎将才。(聾鼓声喧
しく地を震いて来る。雄師到る所鬼神哀しむ。百伺直ちに貫く萱盤の築。尽く説
31李卓吾評本第四国一則「康漢帝蓋卓弄権」の本文 f(董卓)喚李儒帯武士十人来殺少帝。」に対して「皇盤至
此極悪大罪、何可逃也.Jという評が見える。
32李卓吾評本第五十回二則「関雲長義稗曹操Jの該当部分から二箇所を挙げる。一箇所目に、本文「孔明日、将
軍英非因吾等不曾遠接。同顧左右目、放等緑何不先報覆。雲長田、関某特来請死.孔明日、英非曹操不曾投華
容道上来也。雲長日、是従那裡束。閑某無能因此走透。」に対して、評「型旦是盤。雲長是悌.Jとある。二
箇所目に、本文「干し明日、革得甚将士来。雲長田、皆不曾率的.孔明日、此是雲長想曹操昔日之恩、故意放了。
昔日漢高祖斬丁公封薙歯、所以正軍法也。王法乃園家之典刑、量容人情哉.Jに対して、評 f]'L盟是箪主盤。 J
とある。
3 I元稿集1(其勤点校、中華書局、 1982年.2010年第2版修訂本)巻二十三・楽府「葦逃行」に「劉虞不敢
作天子、盟盛纂乱従此始」と見える。
??? ?
く甘寧虎将の才なりと。) (嘉靖本巻十四・甘寧百騎却曹営)
二例目には、曹操が行軍する場面に挿入される詩を取り上げる。曹操は行軍中に麦を踏
み荒らした者は死罪に処すと命じる。畑から飛び出たハトに曹操の騎馬が驚き、麦のなか
へ走り込み、踏み荒らす。自害しようとする暫操を人々が押しとどめる。郭嘉が「法は尊
きに加えず」という『春秋』の義を持ち出すと、曹操は死罪をまぬがれる代償として、首
の代わりにみずからの髪を切り落とす。兵士たちはその行いに感動し、 Z聖徳に従わない者
はなかった。そのさまを次のように詠じる。
十高W:~体十寓心。一人競令衆難禁。援万割髪権為過、方見萱盤詐術深。(十万の枇
かり はじめ
林十万の心。一人の号令衆禁じ難し。刀を抜き髪を割きて権に過と為すに、 方
て見る萱盛(J)詐術深きを。) (葉蓬春本巻二・曹操曾兵撃意術)
三例目は、初陣で諸葛亮が、曹操軍を火攻めで退却させたことを詠じる詩である。
博望焼屯用火攻。論巾羽扇談談中。濃雲撲面山川黒、烈焔飛燈宇宙車工。不至夏侯謬
勇力、故教諸葛有威風。直須驚破萱盛勝、初出茅虚第一功。 (t専望に屯を焼くに火
攻を用ゆ。給巾羽扇談談の中。濃雲面を撲ち山川黒く、烈焔飛燥宇宙紅なり。
ただ
夏侯勇力を謬るに至らざるに、故に諸葛をして威風有らしむ。直須らく萱監の胆
を驚破すべし、初めて茅虚を出でてより第一の功。)
(余象斗本巻七・諸葛亮博望燐屯)
四例目は、長坂橋のうえで張飛が大喝し、曹操の軍勢が四散したさまを詠じる詩である。
長坂橋頭殺気生。横鎗立馬眼園除。一撃好似高雷引、猫退堂監百寓兵。(長坂橋頭
に殺気生ず。鎗を横たえ馬を立てて限円く跨る。一声轟雷引くが好似く、独り
退ける萱盛百万の兵。) (劉j龍田本巻七・張飛拒水断橋)
「曹噺」を平灰が同じ「曹賊」に替えるにせよ、 「曹噺」と平灰が異なる「老臓」に替
えるにせよ、詩意は変わらないであろう。挿入詩のなかでことさらに「曹蹴」を用いる必
要はなかったと推察される。 r曹繭」の使用回数を見ると、嘉靖本は六例のうち、詩のな
かに四例、古風ー篇のなかに一例使用する。葉逢春本は八例のうち詩のなかに四例と、詩
讃のなかに一例使用する。余象斗本は-0例のうち詩に六例、詩讃に一例使用し、劉龍田
本は-0例のうち七例を詩のなかに使用する。評林本のみ詩語として「曹附」の用例が少
なく、五例のうち詩に使用するのは二例にとどまる。 r老繭」に比べて「曹蹴」は詩語と
して古くから用いられるため、 『三国志演義』は詩語として「嘗目前」を用いたと推察され
る。
今回調査した版本に見る限り、 『三国志演義』は、詩のなかで曹操を庇める場合に「曹
。 。
附」を用い、せりふのなかで嘗操を罵倒する場合に「曹賊」を用いている。 r老附」はも
っぱら評に用いる語となっている。そのほか登場人物に対する蔑称として「好雄」があり、
李卓吾評本には劉備の称に用いる例を確認できる340 i老蹴Jの用途を「曹腕J r曹賊」
のこつと比較すると、該語は、物語の内容や登場人物を「評Jする際に用いられる。
「老附」は、淵源を史書『三国志』の注に引く『曹目前伝』の「阿繍Jに見出せるとして
も、事実上の来源は蘇戦が「甘露寺」詩に用いた「老蹴」に求めうる。 r甘露寺」詩以降、
「老騎」は曹操に対する蔑称として詩文に類型的に用いられ、 『三国志演義』に採り入れ
られたのではなかろうか。
おわりに
これまでに述べてきたことをまとめる。 r老目前」とは、 『三国志演義』に曹操の称とし
て使用される語である。 r老備」は『三国志』の武帝紀に義松之が注として引く『曹嫡伝
』に「阿蹴」として見える語を淵源とする。ただし、 「老蹴」としての用例は、蘇拭「甘
露寺」詩を鳴矢とする。 r老蹴」は「甘露寺」詩の段階で曹操に対する蔑称としての意味
合いが付与されており、以降の詩文にあってももっぱら曹操の蔑称として用いられる。
『三国志演義』の「老麟」を見ると、嘉靖本では韻文のなかに使用され、淵源たる「甘
露寺」詩の用例を街仰とさせるものの、概して余象斗本や評林本、李卓吾評本といった版
本に至り、詩語や登場人物のせりふではなく、 「評Jのなかで曹操を指す語となる。とり
わけ李卓吾評本にそれが顕著である。
『三国志」の記載に淵源を持つものの、後代にあらわれた詩語に由来する語として、 「
老繭」は類型的に使用される過程を経て『三国志演義』に採り入れられたと推察される。
この点に鑑みると、 「老鵬」も史書の記載から離れた蔑称を『三国志演義』が採り入れた
例と見なせるのである。
34李卓吾評本第十一回二目1]r呂温侯濃陽大戦Jを見ると、本文「衆皆勤玄徳留小怖、玄徳従之。席散越雲僻去、
玄徳不忍相離、更留二目。陶謙賞勢軍巳畢。孔融・回楢相別、各自引軍去了。玄徳輿子龍執手臨期、意猶不捨。
子龍奔干地日、雲終不敢背公顧錦之徳也.Jに対して、評「茎箆証盤.白骨牧拾子龍也。」とある。
- 82ー
